        東九州メディカルバレー　構想推進事業      
　　　　　講演会　　「医と工の連携」　
　大分大学では，東九州メディカルバレー構想への参画の基，アジア地域における中核的な医療機器開発の教育拠点となることを目指しております。今回，医工連携による新規事業展開やアライアンス形成を目指し，東九州メディカルバレー講演会を下記のとおり開催いたします。
　この研究会では，医工連携の成功例と研究紹介、これまでに大分大学で行われた医工連携の成果，情報提供等についてご講演を戴き，医療分野に携わる方々との交流を深め、医工連携による新たな事業の可能性等をディスカッションできる場づくりができればと考えております。　皆様のご参加をお待ち申し上げています。
　　　　　　　　　　　　　　
１．主　催　　国立大学法人　大分大学　
２．日　時　　平成２６年１月１７日（金）　１３：３０～１６：００
３．会　場　　大分大学　産学官連携推進機構　　セミナー室 
４．講　演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
  （１）　「In vivo ESR法の開発と生体内レドックスバランス計測への応用」
          山形大学名誉教授　尾形　健明　先生　
  （２）　「機能性流体・エラストマーの応用によるHuman-friendlyな
　　　　　　医用メカトロ機器への取り組み」
　　　　　大分大学工学部福祉環境工学科　准教授　菊池 武士　先生
　
５．対象者　　大分県関係者、医療機器研究者、　医療機器開発担当者、医療機器企業関係者、
大分大学関係者、大分大学産学交流振興会企業関係者等
６．問い合わせ先　　大分大学　　工学部　応用化学科　大賀　恭
　　　　　　　　　　TEL：097-554-7958

７.参加費　　　無料
	申込先： 大分大学　産学官連携推進機構
（TEL）097-554-7981,  (FAX) 097-554-7982,   (E-mail) oitau-ico@oita-u.ac.jp

下記に必要事項を記入し，FAXしていただくか，同様の内容を電子メールにてお送りください。
FAX番号と電子メールは上記をご参照ください（締切：１月１５日。　なお、当日のご参加も受け付けます）。
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